
相手の気持ちを考えるとは？
校長 佐 藤 純 一

令和８年度が始まり、子どもたちは新しい学年での生活を元気にスタートさせています。本
校では昨年度、「自分で考え、学び、成長する、いきいきとした子ども」を教育目標に掲げ、
学校・家庭・地域が一体となって、子どもたちの主体性を育てる取組を進めてきました。小規
模校ならではの温かい雰囲気の中で、上の学年が下の学年を自然に助け、地域や家庭の皆様が
「チーム雨紛」として見守ってくださることは、本校の大きな強みです。一方で、関わりが密
であるがゆえに、気持ちをうまく伝えられず、すれ違いが生まれる場面も見られました。互い
に安心して関わり合い、楽しく生活しながら学びを深めていくためには、「自分の思いを言葉
で伝える力」が欠かせないことを、改めて実感しています。
そこで今年度は、「自分の思いや考えを自分の言葉で伝える力」の育成を重点に掲げ、教育

活動を進めています。この力を土台として、異学年の仲間や先生と協力しながら学びを広げ、
情報を活用する力を高め、地域や社会に自分の学びを発信できる子どもたちを育てていきたい。
始業式と入学式では、人は決して一人では生きていくことができず、よくも悪くも互いに関わ
り合いながら生きていること、そしてその中で「ありがとう」と「ごめんなさい」を素直に言
える人になってほしいことを、子どもたちと教職員に伝えました。
こうした「人と人との関わり方」の大切さについて、５月１６日の
北海道新聞に掲載された、札幌市の「生教育」アドバイザー・山田
亜弥さんの記事をご紹介します。山田さんは、人権を土台とした包
括的性教育の観点から、「同意」と「バウンダリー（心と体の境界線）」
の普及と発展に尽力されている方で、これは性教育に限らず、全て
の人間関係に共通する考え方です。
同意とは、相手の気持ちが自分と同じかどうかを確認することです。「借りていい？」「触っ
ていい？」と尋ね、相手の答えを受け止めることが同意です。相手が何も言わない場合や「嫌
だ」と言った場合は、同意していないということになります。また、誰にでも「嫌だと言う権
利」がありますが、年齢や立場の違いによって、それを伝えにくい場面があります。だからこ
そ、立場の強い側が、相手の気持ちを聞く姿勢をもつことが大切だと山田さんは述べています。
バウンダリーとは、「ここまではいいけれど、これ以上は嫌だ」という心と体の境界線です。
人によってその大きさは異なり、相手や状況によって変わるものです。このバウンダリーを越
えることは、いじめやハラスメントにつながります。「自分は平気だから相手も平気だろう」
という考えは、相手の気持ちを無視した危険な発想です。相手のバウンダリーを越えていない
か、立ち止まって考えることが大切です。
これらの考え方は、子ども同士の関係だけでなく、私たち大人の関係にもそのまま当てはま

ります。子どもたちに「自分の思いを言葉で伝える力」を育てるためには、まずは、子どもた
ちの前に立つ教職員自身が「相手の思いを聞く姿勢」をもち、「ありがとう」「ごめんなさい」
を素直に言える関係を築くことが欠かせません。学校は子どもたちが毎日を過ごす場所であり、
教職員の姿はそのまま子どもたちの学びとなるからです。
小規模校だからこそ、互いの距離が近く、関わりが密になります。そのよさを生かしながら
も、相手の気持ちやバウンダリーを尊重し、誰もが安心して過ごせる学校文化をつくっていき
たいと考えています。学校・家庭・地域が同じ価値観を共有し、子どもも教職員も、地域の大
人も互いを尊重し合える関係を築くことが、本校の未来をより豊かなものにしていくと信じて
います。 （北海道新聞５月１６日掲載・著作物利用許諾番号31395）
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【重点目標】自ら考え、学び、ともに成長する、いきいきとした子ども

今回で12８回目の運動会。本年度も地域種目は恒例の「玉入れ」「ゲートボールリレー」「満水リレー」
「けつ圧は大丈夫?」です。児童も地域・保護者の方々と運動会ができることを楽しみにしています。そし
て、大好評だった雨紛地区大抽選会が、今年度も有志の方々のご協力をいただき開催決定！ぜひ、児童の
一生懸命な姿をご覧いただくとともに、たくさんのご参加をお待ちしています！！

＜実施する地域種目＞

□気温が高い場合は、帽子の着用や水分補給など
日射病や熱中症対策をとって、ご観覧ください。

□本部席では、参加者に飲み物を配付しております。ご遠慮なくお越しくださいませ。
□けが防止のため、各自で必ず準備体操を行ってから、地域種目にご参加願います。

▶ 6月6日（土） 開会式 ９：００ 終了予定 １１：３０

5月26日（火）雨紛囃子保存会の〇〇 〇〇さんをお招
きし、雨紛開拓の歴史、雨紛囃子発祥の理由、そして地域へ

の熱い思いを語っていただきました。「子どもの楽しそうな

笑顔が、厳しい環境の中、苦しい生活を強いられている大人
の希望だった。」いつ

もこの言葉に胸が熱

くなります。運動会
が終わると、まずは

8月の雨紛神社祭に

向けての雨紛子ばや
しの練習が始まりま

す。

運動会の練習が本格的に始まる前の5月22

日（金）今年度も花本建設の方々に、グラウン

ドの転圧作業を行っていただきました。この作
業が終わり、まっさらなグラウンドを見ると、

「いよいよ運動会だな。」という気持ちになり

ます。児童代表
の〇〇くんが「運動会の成功

を目指して頑張ります！」と

力強く宣言してくれました。

－6月の主な行事－

4日（木）運動会総練習

6日（土）運動会

8日（月）振替休日
9日（火）雨紛囃子鑑賞会

11日（木）全校体力テスト

12日（金）神居東小学習交流会①
15日（月）プール開き

17日（水）合同修学旅行1日目

18日（木）合同修学旅行2日目
19日（金）修学旅行回復日

22日（月）諸費納入日

26日（金）クラブ活動
29日（月）開校記念日

－お知らせ－

児童が「安心して楽しく」学校生活
を送るため、定期的な「いじめ防止対

策会議」、「あたりまえ4か条」の見直し

など、いじめの根絶に向けた取組を学
校全体で行っておりま

す。

学校いじめ防止基本
方針を新たに見直し、

学校ホームページに掲

載しておりますので、
ぜひご覧ください。


